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くらしの情報誌

東京消防庁の統計＊１によると、12歳以下の子どもが日常生活の中でケガをして、救急車で
医療機関に運ばれる人員は、年間で令和２年は12,348人（令和元年は13,582人、平成25
～29年の平均は13,990人）となっています。 ＊１：東京消防庁管内件数。

その中で特に注意を要する事例を紹介します。

 転落　遊具、ベッド、抱っこ紐、階段、窓やベランダ、ショッピング
カートなどからで、最近「子どもの転落」が相次いでいます。ベランダだ
けでなく、窓からの転落もかなりの数があります。足場になるようなもの
を置かない事も大事なことですが、子どもだけの時に起きるケースが多く
みられます。たとえぐっすり寝ている場合でも、ほんの短時間でも子ども
だけを残して外出はしないようにしましょう。

 子ども乗せ自転車　子ども乗せ自転車からの転落も増えています。子ど
もを乗せる時はヘルメットを着用させ、子どもを乗せたままで自転車を離
れるのは大変危険なので、止めましょう。
また、抱っこ紐での「前抱っこ」での自転車の乗車は認められていません。自転
車ごと転倒し、子どもが頭部を打って、脳挫傷などの重傷になった事故
もあります。前抱っこで自転車に乗るのは絶対に止めましょう。

落ちる（転落、転倒）落ちる（転落、転倒）

気をつけたい気をつけたい 子どもの事故子どもの事故

１日にすると34人もの子どもが救急車で運ばれていることになります。

５歳以下の事故種別ごと救急搬送人員と中等症以上の割合（令和２年中）

※「その他」「不明」を除く
出展：東京消防庁ホームページ

参考：警視庁ホームページ
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 ペダルなし二輪車　転倒にはペダルなしの二輪車、キックスケーター等の
事故の報告があります。
ペダルなしの二輪車は、遊具になり、道路では走れません。公園までの道路
で子どもにペダルなし二輪車を利用させている姿も見かけます。ブレーキが
片方ついているものもありますが、スピードが出た時に子どもが操作できる
かは問題です。国民生活センターによる実験＊２では、下り坂などでいったん
加速してしまうと、大人がすぐに気が付いて追いかけても、追いつくことは
できても止めることは難しいという結果が出ています。

 食べ物　飴やビー玉、ミニトマト、菓子類、パンなどが喉に詰まり、窒息に至る事故が
起きています。年齢が高くなっても発生しており、一度に大量の食物を口に入れてふざけた
りするのは危険なので止めさせましょう。
また、誤飲により体内に入り危険なものとして、薬や洗剤、たばこ、お酒、ボタン電池等が
あります。最近は高吸水性の樹脂製ボール、ネオジム磁石製のマグネットセットによる事故
の報告があります。

 ストーブの事故　普通の生活の中でも注意が必要なものがあります。暖房を利用する季
節です。「正月に子どもを連れて帰省したら、暖房器具は石油ストーブを使っていた。自宅
ではファンヒーターで、上の面に触れたりしても火傷などの危険はなかったが、子どもが石
油ストーブの背面から近づき上に手をついたため火傷をした」という事故もあります。

 マグネットシート　磁石による事故では、冷蔵庫などに貼り付けていたマグネットシー
トを子どもが噛みちぎり飲み込んだ事故もあります。複数の破片を飲み込むと、ネオジム磁
石ほど強力ではなくてもマグネットセットと同様の現象の起きる可能性もあるため危険で
す。飲み込んだ可能性を疑う場合は早急に医療機関を受診しましょう。

ものが詰まる等（窒息、誤飲）ものが詰まる等（窒息、誤飲）

＊２ 出典：消費者庁ホームページ　国民生活センターの実験動画
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_021/）

 ネオジム磁石　通常の磁石より数倍から10倍
もの磁力を持つ磁石です。ネオジム磁石製のマグ
ネットセットとは、直径３～１０ｍｍほどの磁石
を組み合わせて、様々な立体を作れるものです
が、複数個を子どもが飲み込み、磁力が強力な故
に胃や腸の壁を挟んで消化管に穴があく消化管穿
孔や腸閉塞になった事故も起こっているので、注
意しましょう。年長の兄弟が遊んでいて、下の子が飲み込んでしまい重篤になり、開腹手術
が必要になった例もあります。

マグネットセットの例

出典：国民生活センターホームページ

 高吸水性の樹脂製ボール　発熱や嘔吐の症状
がみられ受診したところ、膨張したボールが腸
管内で鶏卵ほどの大きさになって腸をふさぎ、
手術で摘出された例があります。国民生活セン
ターの実験の結果では、24時間で直径1.4㎝の
樹脂が3.6㎝の大きさになったという報告があ
り、海外でも同様の事故が起き幼児が誤飲して
腸閉塞がもとで死亡した例もあります。

腸液を模した試験液への浸漬前後
浸漬前に大きいもの(左)と小さいもの(右)の例
浸漬前浸漬前 浸漬前浸漬前24時間浸漬後24時間浸漬後 24時間浸漬後24時間浸漬後

出典：国民生活センターホームページ

万一の場合は万一の場合は

出典：消費者庁ホームページ　子どもを事故から守る、事故防止ハンドブック等

■ (公財)日本中毒情報センター  中毒110番

■ 子ども医療電話相談事業「＃8000」（厚生労働省）

◆ 大阪中毒110番(24時間対応) 072-727-2499

◆ つくば中毒110番(9時～21時対応) 029-852-9999

＃8000

化学物質(たばこ、家庭用品など)、医
薬品、動植物の毒などによる中毒事故
が実際に起きて、どう対処したらよい
か迷った場合は相談してください。

夜間・休日の子どもの症状にどのように対処したらよいのか、病院を受診したほうがよいの
かなど判断に迷ったときに、小児科医師・看護師に電話で相談できます。
※お住いの都道府県によって、実施されている時間帯が異なります。

■ 全国版救急受診アプリ「Q助」（総務省消防庁）
該当する症状及び症候を画面上で選択していくと、緊急度に応じた必要な対応（「今すぐ救急車を
呼びましょう」、「できるだけ早めに医療機関を受診しましょう」、「緊急ではありませんが医療機
関を受診しましょう」又は「引き続き、注意して様子をみてください」）が表示されます。
https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate003.html

■ 消費者庁  子どもを事故から守る！公式Twitter（@caa_kodomo）
主に０歳から小学校入学前の子どもの思わぬ事故を防ぐため、注意点や豆知識を公式Twitterか
ら随時発信しています。
また、メール配信サービス「子ども安全メールｆｒｏｍ消費者庁」も実施中です。

■ 子どもを事故から守る！事故防止ポータル
ポータルサイトでは、子どもの事故防止に関する注意喚起などの様々な情報を発信しています。
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/

■ 消費者庁  リコール情報サイト
製品回収や無償修理等の情報を提供しています。
https://www.recall.caa.go.jp/

予防はとても大切ですが、万一事故になってしまった場合の対処を事前に勉強しておきま
しょう。
喉に詰まった場合の救急対処には、背部叩打法、胸部突き上げ法、腹部突き上げ法などがあり、
救命講習は近くの消防署で受講できます。何よりも緊急の場合は正しい対処が必要となるた
め、近くの消防署に問合せ、一度受講しておくことをお勧めします。また、講習を受けに行
く時間がないという方に、消防庁の公式動画チャンネルでは、応急手当等の仕方を動画でも
案内しています。

最後に、緊急連絡先等を案内します。参考としてください。
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東急大井町線
　「下神明駅」下車　徒歩２分
JR京浜東北線・りんかい線・東急大井町線
　「大井町駅」下車　徒歩15分　

月～金曜日　　９時～１６時（電話・来所）
第４火曜日　１９時まで（１６時以降電話のみ）
土曜日　　　１２時３０分～１６時（電話のみ）

年末年始・祝日はお休みです

☎０３-６４２１-６１３７
無 用 な 不 安 無 意 味 だ な

成年を迎えたばかりの若者が狙われています。なぜでしょうか？

など、成年になってできることが増えた一方、課せられた責任は重大です。
かしこい消費者になるために意思決定は冷静に！
周囲の大人は注意を怠らずに見守って助けてください。　
消費者センターでは様々な啓発冊子を用意しています。ご活用ください。

〇親権者の同意なく高額な買い物が自分の意思でできる
〇親権者の承諾なくお金が借りられる
〇未成年者取消権が使えない

「おめでとうございます！当選しました」

知らない業者から
「厳選な抽選の結果、当選となりましたのでお知らせします」
「宝くじが当たりました」
⇒連絡をすると
「手数料」や「審査料」などと現金やクレジットカード番号などの個人情報を要求
され、支払った後は返金されないことが殆どです。申し込んでいない抽選やくじに
は当選しません。

悪質業者はあなたの心の隙間に入り込みます。一時の感情で安易な判断をせず、冷
静になって考えましょう。困ったら消費者センターへご相談ください。

こんなことばにご用心

成年年齢 は １８歳 になりました成年年齢 は １８歳 になりました


